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福
生
第
五
小
学
校
は
、
開
校
３
年
目
の
昭
和
47
年
か

ら
、「
東
京
都
愛
鳥
モ
デ
ル
校
」
に
指
定
さ
れ
、
約
40
年

に
わ
た
っ
て
愛
鳥
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活

動
が
認
め
ら
れ
、
５
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た『
第
65
回
愛

鳥
週
間
「
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」』
に
お
い
て
、
環

境
省
に
よ
る
野
生
生
物
保
護
功
労
者
表
彰
の
環
境
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い
」
で
は
、
福
生
第
五
小
学

校
の
代
表
児
童
が
、
全
校
児
童
で
の
多
摩
川
の
河
原
で

の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
多
摩
川
の
河
原
清
掃
や
、

巣
箱
か
け
と
営
巣
調
査
な
ど
、
日
頃
の
愛
鳥
活
動
の
様

子
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
福
生
第
五
小
学
校
の
児
童
が
考
え
た
「
愛

鳥
宣
言
」
を
高
ら
か
に
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　2011年３月11日、日本は東北地方太平洋沖地震に見舞
われました。多くの人々が地震や津波の被害に遭い、わた
したちも自然の怖さを思い知らされました
　自然は、人間の力ではどうすることもできない大きな力
をもっています。一方で自然は、わたしたちにたくさんの
恵みや豊かさをもたらしてくれています。
　福生第五小学校は、西に御嶽（みたけ）や大嶽（おおた
け）を望み、近くには多摩川が流れる、自然豊かなところ
にあります。学校から歩いて数分の川辺では、アオサギ、
カワセミ、キセキレイなどの観察ができます。校庭の巣箱
には、シジュウカラやムクドリが毎日遊びに来ています。
　福生五小は、いつも近くに鳥のいる、鳥と仲の良い学校
です。わたしたちはこれからも、伝統ある愛鳥校のバトン
をつないでいきます。野鳥を愛し、野鳥が住む自然を大切
に守り続けます。

宮
城
県
大
河
原
町
立
大
河
原
小
学
校
６
年
生
の
み
な
さ
ん

元
気
に
大
運
動
会
を
行
い
ま
し
た

　

５
月
９
日
よ
り
、
東
京
都
派
遣

教
員
と
し
て
宮
城
県
に
来
て
１
ヵ

月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、「
自

分
に
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
に

今
回
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま

で
受
け
も
っ
て
い
た
福
生
第
一
小

学
校
の
児
童
の
こ
と
を
考
え
る
と

非
常
に
辛
い
決
断
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
宮
城
県
に

恩
返
し
を
す
る
た
め
に
、
今
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
ろ
う

と
決
め
て
宮
城
県
に
行
く
決
意
を

し
ま
し
た
。

 

宮
城
県
で
の
学
校
は
、
宮
城
県

柴
田
郡
大
河
原
町
立
大
河
原
小
学

校
と
い
う
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

 

沿
岸
部
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
内
陸
部
で
す
の
で
、
建

物
に
は
あ
ま
り
影
響
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
被
災
地
か

ら
の
転
入
生
が
増
え
た
こ
と
、
震

災
に
よ
る
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
児

童
が
い
ま
す
。

 

大
河
原
小
学
校
は
、
全
校
児
童

が
約
1
0
0
0
人
と
い
う
大
き

な
学
校
で
す
の
で
、
活
気
が
あ
る

学
校
で
す
。
そ
の
活
力
を
生
か
し
、

震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
る

様
子
が
肌
で
感
じ
取
れ
ま
す
。
一

つ
一
つ
の
行
事
に
対
し

て
も
、
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
と

て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

私
を
送
り
出
し
て
く
れ

た
福
生
第
一
小
学
校
の

５
年
生
と
６
年
生
が
作

っ
て
く
れ
た
千
羽
鶴
を

大
河
原
小
学
校
に
届
け

ま
し
た
。
全
校
児
童
の

前
で
紹
介
し
て
も
ら
い
、

児
童
の
皆
さ
ん
も
感
謝

の
気
持
ち
で
受
け
取
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

６
年
生
の
社
会
と
算
数

を
教
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
と
て
も
素

直
で
す
し
、
先
生
方
も

親
切
で
す
の
で
、
今
は

逆
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
、
慣
れ
て
い
っ
て

い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

こ
ち
ら
で
も
、
人
の
温

か
さ
と
い
う
も
の
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
て
い
て
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
１
ヵ
月
で
す
が
、

大
河
原
が
と
て
も
良
い
所
だ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
て
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
早
く
、
大
河
原
小
学
校

に
慣
れ
て
、
少
し
で
も
多
く
貢
献

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
で

す
。

 

先
日
、
休
み
の
日
に
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
亘
理
町
と
い

う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
は
見
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
見
る
と
改
め
て

今
回
の
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
瓦
礫
の
山
や
田
ん
ぼ
に

横
た
わ
っ
た
船
や
車
を
見
て
、
た

だ
茫
然
と
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
被
害
の
少
な
か
っ
た
地

域
で
は
、
少
し
ず
つ
元
の
暮
ら
し

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
沿
岸

部
の
地
域
を
見
る
と
、
こ
れ
か
ら

ま
だ
ま
だ
や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い

こ
と
が
沢
山
あ
る

な
と
感
じ
ま
し
た
。

い
つ
思
い
出
し
て

も
、
と
て
も
辛
く

涙
が
出
る
思
い
で

す
。
時
間
を
見
つ

け
て
、
大
河
原
小

学
校
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
地
域
に

対
し
て
も
何
か
し

た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
福
生
市

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

継
続
的
な
被
災
地

へ
の
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
宮
城
県
の
み
な
さ
ん

も
、
復
興
に
向
け
て
本
当
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

 

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
私

を
送
り
出
し
て
く
れ
た
福
生
市
の

こ
と
で
す
。
特
に
、
福
生
第
一
小

学
校
の
み
な
さ
ん
に
は
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
学
期
途
中
の

私
の
急
な
決
断
に
対
し
て
も
、
子

ど
も
た
ち
・
保
護
者
の
方
々
・
先

生
方
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
く
れ

た
だ
け
で
は
な
く
、
大
き
な
応
援

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
思
い

に
応
え
る
た
め
に
も
、
福
生
市
の

代
表
と
し
て
こ
ち
ら
で
全
力
を
尽

く
す
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
福
生
市
は
、
私

が
教
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
、
ず
っ
と
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

大
好
き
な
場
所
で
す
。
そ
の
福
生

市
に
も
、
い
つ
か
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
こ
の
１
年
間
で
も
っ

と
も
っ
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
宮
城
か

ら
、
福
生
市
の
更
な
る
発
展
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
６
月
６
日

 

宮
城
県
柴
田
郡
大
河
原
町
立

 

大
河
原
小
学
校　

我
妻　

裕
太

派遣に先立ち福生市長を訪問した我妻先生
左から長谷川貞夫教育委員長、加藤育男福生市長、我妻裕太教諭、
西山多惠子福生第一小学校長

受賞した福生第五小学校の児童たち

福生第五小学校が環境大臣賞を受賞しました福生第五小学校が環境大臣賞を受賞しました

わ
た
り
ち
ょ
う



平成23年7月15日（2）

　

平
成
23
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第

２
期
福
生
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」

で
は
「
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
ひ

と
づ
く
り
」
を
推
進
目
標
と
し
、

目
標
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
の

５
つ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
の
方
向
性

　

地
域
の
教
育
力
の
向
上

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
持
つ
教

育
力
の
向
上
を
図
り
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
教
育
課

題
に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り
と

子
ど
も
た
ち
が
身
に
つ
け
る
べ
き

「
生
き
る
力
」
を
社
会
全
体
で
育

む
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

学
習
支
援
体
制
の
整
備
・
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　

市
民
全
体
の
学
習
活
動
に
対
す

る
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

な
ど
学
習
支
援
体
制
の
充
実
を
図

る
。

　

学
習
情
報
の
提
供
と
相
談
活
動

　

の
充
実

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は

じ
め
、
様
々
な
媒
体
を
利
用
し
た

学
習
情
報
の
提
供
と
相
談
機
能
の

充
実
を
図
る
。

　

人
材
の
育
成
・
確
保

　

地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動

の
指
導
者
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

ま
た
、
そ
の
人
材
が
地
域
の
学
習

活
動
と
連
携
で
き
る
仕
組
み
作
り

を
検
討
す
る
。

　

学
習
成
果
の
活
用
と
評
価

　

学
習
の
成
果
を
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
機
会
の
拡
充
に
努
め
る
。

　

こ
れ
ら
の
方
向
性
を
進
め
て
い

く
具
体
的
な
施
策
の
展
開
と
し
て

９
つ
の
分
野
を
定
め
、
2
0
2

項
目
の
事
業
を
掲
げ
て
、
生
涯
学

習
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

計
画
書
は
市
役
所
１
階
情
報
ス

ペ
ー
ス
や
各
図
書
館
・
公
民
館
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。）。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
係

5
5
1
・
1
9
5
0

　

平
成
23
年
度
〜
27
年
度
ま
で
の

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
と
読

書
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
第
二

次
福
生
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
〜
「
子
ど
も
の
成
長
を
は
ぐ

く
む
」
本
の
あ
る
暮
ら
し
〜
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
市
内
に
あ
る

保
育
所
・
幼
稚
園
・
児
童
館
・
小

中
学
校
・
高
校
へ
読
書
活
動
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
状
把
握
に

努
め
、
今
後
の
課
題
を
位
置
づ
け

ま
し
た
。

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
・
図
書
館

等
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
福
生

市
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
様
々
な
場
所
で
本
と
出
会

い
、
そ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
見
つ

け
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
新
規
事
業
の
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
出

前
お
は
な
し
会
（
奇
数
月
第
４
木

曜
日
に
実
施
）
を
は
じ
め
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
福
生
病
院
（
小
児
病

棟
）
で
の
団
体
貸
出
・
出
前
お
は

な
し
会
や
学
校
図
書
館
支
援
サ
ー

ビ
ス
な
ど
52
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

〈
主
要
課
題
〉

　

保
護
者
に
読
書
の
大
切
さ
を
広

く
知
ら
せ
て
い
く

　

地
域
や
学
校
等
子
ど
も
が
居
る

場
所
に
本
を
置
き
、
本
と
の
出
会

い
の
機
会
を
増
や
す

　

本
を
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
た

り
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
人
材
を

育
て
る

問
合
せ　

中
央
図
書
館

5
5
3
・
3
1
1
1

　

今
回
は
、
福
生
市
の
特
別
支
援

教
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

【「
福
生
市
特
別
支
援
教
育
推
進
計

画
」
に
基
づ
い
た
取
組
】

　

平
成
16
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た

「
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
」

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
平
成
21
年

３
月
に
「
福
生
市
特
別
支
援
教
育

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
障
害
の

あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
的
支

援
の
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

○
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
つ
い
て

　

各
学
校
で
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
指
名
し
、
校
内

委
員
会
を
中
心
に
、
児
童
・
生
徒

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
、
学
校
外
の
組
織
と
の

連
携
窓
口
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

○
適
切
な
就
学
に
つ
い
て

　

就
学
相
談
担
当
の
教
育
相
談
員

が
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
を

訪
問
し
、
就
学
相
談
に
つ
い
て
広

報
し
ま
す
。
そ
し
て
、
幼
稚
園
・

保
育
園
か
ら
の
働
き
か
け
や
、
就

学
の
不
安
を
お
持
ち
の
保
護
者
か

ら
の
申
込
み
を
受
け
、
就
学
支
援

委
員
会
を
開
催
し
、
お
子
さ
ん
の

適
切
な
就
学
先
を
決
定
し
ま
す
。

○
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

　

福
生
市
に
は
、
小
学
校
２
校
、

中
学
校
１
校
の
知
的
障
害
・
固
定

学
級
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
身
辺

自
立
を
中
心
と
し
た
基
本
的
生
活

習
慣
、
将
来
の
生
活
に
必
要
な
知

識
や
技
能
、
習
慣
の
定
着
を
目
指

し
た
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
３
校
、
中
学

校
１
校
に
情
緒
障
害
・
通
級
指
導

学
級
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
通
級

す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
効
果

的
な
学
習
を
行
い
、
様
々
な
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
取
組
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
開
設
の
福
生
市
子

ど
も
応
援
館
内
に
、
教
育
相
談
室
と

学
校
適
応
支
援
室
（「
そ
よ
か
ぜ
教

室
」）
を
設
け
、
特
別
な
教
育
的
支

援
に
か
か
わ
る
相
談
に
つ
い
て
も
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
に
、

小
学
校
授
業
指
導
補
助
員
や
中
学
校

適
応
指
導
補
助
員
を
配
置
し
、
授
業

や
個
別
の
学
習
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
の
相
談
に
乗
り
、
支
援
で

き
る
組
織
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

【
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
】

　

今
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
支

援
教
育
の
見
直
し
等
を
行
っ
た
上
で
、

「
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画

（
第
三
次
計
画
）」
を
踏
ま
え
た
平

成
24
年
度
か
ら
の
「
福
生
市
特
別

支
援
教
育
推
進
計
画
第
二
次
計
画
」

を
策
定
し
、
改
め
て
今
後
の
取
組

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
児
童
・
生
徒
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な

指
導
と
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
、

関
係
者
及
び
関
係
機
関
の
一
層
の

連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
個

別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
と
そ

の
活
用
や
、
地
域
支
援
の
取
組
な
ど
、

関
係
者
の
つ
な
が
り
を
大
切
し
た

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

指
導
室　

学
務
・
指
導
係

5
5
1
・
1
9
4
8おはなし会の様子

７月22日（金）から８月４日（木）までの14日間
 　　　　　アメリカ合衆国ワシントン州シアトル市へ
　市では、将来、国際的な視野に立って活躍できる人材の育成を図ることを目
的として、毎年夏休み期間中に、「青少年海外派遣事業」として、市内在住の
中学生を海外に派遣しています。
　今年も 14 日間の行程で、アメリカ合衆国（ワシントン州シアトル市）に向
けて 12 人の派遣生が７月 22 日（金）に出発します。
　現地では、ホームステイをしながら、大学での英語研修、青少年団体や日系
老人ホームとの交流を通じて、お互いの国の歴史・伝統文化を紹介し、相互理
解を深めます。
　派遣生たちは、事前研修として、５月下旬
から毎週日曜日に英会話研修・歴史学習や現
地で披露する踊りの練習をしてきました。
　「福生市代表の派遣生」という自覚を持っ
て、全員頑張って行ってきます。

◎派遣生の皆さん（五十音順・敬称略）
　梅林　　聖（福生第一中学校・２年）　勝又　　遥（福生第一中学校・２年）
　神　　琴美（啓明学園中学校・２年）　澤井　玲奈（福生第二中学校・２年）
　塩野祐美子（福生第三中学校・２年）　篠塚　萌実（福生第二中学校・２年）
　　鈴木央緒スティブン（福生第一中学校・２年）　長崎　伶美（福生第三中学校・２年）
　原島　崇甫（福生第二中学校・２年）　溝呂木匠太（福生第三中学校・２年）
　南島かりん（浦和明の星女子中学校・３年）　渡辺　彩花（福生第一中学校・２年）

問合せ　生涯学習推進課　地域教育支援係　    551・1958

福生市の代表として青少年海外派遣生が決定！福生市の代表として青少年海外派遣生が決定！福生市の代表として青少年海外派遣生が決定！福生市の代表として青少年海外派遣生が決定！
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　福生第四小学校では、昨年度校庭の一
部を芝生化しました。
　面積は 544　で、子どもたちが自由に
遊べるように強い種類の芝を選びました。
　校庭の芝生化とはヒートアイランド対
策や砂ぼこりの減少といった環境面の効
果だけでなく、子どもたちにとっても遊
びの場や体育、理科の学習の場といった
幅広い効果が期待できます。子どもたちは、芝生の上で遊んだり、く
つろいだり、体育の授業でも活用されています。
　芝刈りなどの維持管理については PTA、四小ファンクラブ、町会等
のみなさんのお力を借り、学校支援地域組織サポートコーディネータ
ーが維持管理組織を立ち上げて行っています。
　芝生は生きものです。学校だけでなく地域の憩いの場になるように
大切に育てていきます。

問合せ　庶務課　施設係　　 551・1937

　

図
書
館
で
は
、
福
生
市
に
関
す

る
資
料
や
横
田
基
地
、
多
摩
川
、

玉
川
上
水
に
関
す
る
資
料
を
中
心

に
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
1
9
8
3

年
か
ら
福
生
に
関
わ
り
の
あ
る
も

の
を
抜
粋
し
た
、『
福
生
市
に
関

す
る
新
聞
記
事
索
引
』
の
作
成
や
、

1
9
7
2
年
７
月
か
ら
の
朝
日
・

読
売
・
日
経
・
産
経
・
毎
日
新
聞

の
多
摩
版
を
保
存
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
情
報
の
収
集
の
た

め
、
福
生
市
に
関
係
す
る
本
の
ほ

か
、
福
生
市
内
で
配
布
さ
れ
て
い

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の
収

集
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
福

生
市
内
の
お
店
の
紹
介
や
イ
ベ
ン

ト
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
チ
ラ
シ
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
図
書
館

に
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
資
料
は
主
に
中
央

図
書
館
で
保
存
し
、
利
用
者
の
要

望
に
応
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

福
生
市
の
歴
史
と
な
る
資
料
の

保
存
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

中
央
図
書
館

　

５
５
３
・
３
１
１
１

　

教
育
委
員
会
で
は
、
福
生
市
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
を
効
率
的
、

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
福

生
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
係
わ
る
事
項
に
つ
い

て
調
査
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、

福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
を

設
置
し
、
各
分
野
か
ら
、
次
の
方
々

を
審
議
会
委
員
と
し
て
選
任
い
た

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

・
市
内
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

　
　

池
田
浩
三
、
成
末
回
天
雄

・
市
内
健
康
・
保
健
等
の
関
係
者

　
　

飯
田　

忍
、
小
嶋
弘
子

・
学
識
経
験
者

　
　

中
島
幸
則
、
清
水
信
好

・
公
募
に
よ
る
市
民

　
　

中
出
雅
俊

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

５
５
２
・
５
５
１
１

●
開
場
期
間

７
月
10
日（
日
）〜
９
月
３
日（
土
）

（
７
月
31
日（
日
）は
、
東
京
都

市
町
村
総
合
体
育
大
会
の
た
め

閉
場
し
ま
す
。）

●
開
場
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

●
市
営
プ
ー
ル
使
用
料

●
市
営
プ
ー
ル
無
料
使
用
券
の

 

配
布
に
つ
い
て

　

市
内
の
小
・
中
学
生
に
は
、

学
校
を
通
じ
て
無
料
使
用
券
を

配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
の
小
・
中
学
校

へ
通
学
さ
れ
て
い
る
児
童
・
生

徒
に
は
、
中
央
体
育
館
及
び
市

営
プ
ー
ル
の
窓
口
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
市
営
プ
ー
ル
ご
利
用
の
際
の 

 

注
意
事
項

＊
プ
ー
ル
に
入
水
す
る
方
は
、 

水
着
以
外
で
は
プ
ー
ル
に
は

入
れ
ま
せ
ん
。（
プ
ー
ル
サ

イ
ド
で
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
の
着

用
は
で
き
ま
す
。）

＊
お
む
つ
水
着
は
、
そ
の
上
か

ら
水
着
を
着
用
し
た
上
で
、

幼
児
用
プ
ー
ル
の
み
利
用
で

き
ま
す
。

＊
妊
娠
を
し
て
い
る
方
は
、
安

全
面
を
考
慮
し
て
入
水
は
ご

遠
慮
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
付
添
で
入
場
す

る
際
は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
等

大
変
滑
り
や
す
い
の
で
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
は
、
オ
イ

ル
等
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
お
化
粧
等
も
よ
く
落

と
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
市
営
プ
ー
ル
内
全
て
の
プ
ー

ル
で
の
飛
び
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

★
水
泳
大
会
に
ご
参
加
を
★

　

平
成
23
年
度
福
生
市
民
総
合

体
育
大
会
・
水
泳
大
会
が
９
月

４
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
場
期
間
中
、市
営
プ
ー
ル
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、泳
力
を
高
め
、

水
泳
大
会
に
ぜ
ひ
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

５
５
２
・
５
５
１
１

大　人
（高校生以上）

小　人
（中学生以下）

身障者及び
３歳未満

更衣ロッカー

超過料金
１時間

100円

050円

１回２時間

200円

100円

無料

100円リターン方式

地
域
資
料
の
ご
利
用
と
寄
贈

の
お
願
い

福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
が
決
ま
る

　子どもや学校をとりまく環境が変化する中、学校では不登校、問題行
動への対応、基礎学力の定着、登下校の安全確保など様々な問題をかか
えています。このような中で、子どもたちを健やかに育んでいくために、
地域全体で学校を支える仕組みを作り、学校が地域住民や保護者から様々
な支援を受け、学校教育を行う取組が学校支援地域組織です。
　具体的には、各学校に学校サポートコーディネーターを置き、学校の
ニーズと支援者である地域のボランティアの方々を結びつなげ、普段の
授業や学校の活動を手助けしたり、協力していくもので、今年度福生第
四小学校でスタートしました。

問合せ　生涯学習推進課　地域教育支援係　　551・1958
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教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き

再生紙を使用しています

　

平
成
23
年
第
二
回
福
生
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
教
育
委

員
に
平
野
裕
子
氏
が
議
会
の
同

意
を
得
て
、
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
裕
子
氏
は
三
期
目
の
就

任
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
福
生
市
教
育
委
員
会

委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

み
ん
な
で
集
め
た
多
摩
川
の
砂
鉄
か
ら
一
振
り
の
日
本
刀
を
作

り
上
げ
ま
す
。

　

日
本
古
来
の
た
た
ら
炉
を
作
っ
て
製
鉄
を
行
い
、
刀
の
鍛
錬
と

研
磨
に
つ
い
て
も
実
演
を
見
学
し
、
一
振
り
の
日
本
刀
が
完
成
す

る
ま
で
の
全
工
程
を
体
験
し
ま
す
。

◆
日　

程　

全
８
回　

◆
費　

用　

無　

料

◆
対　

象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生（
定
員
15
名
）及
び
保
護
者

◆
申
込
み　

７
月
20
日（
水
）
午
前
10
時
か
ら
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

※
な
お
、
参
加
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
に
は
、
集
め
た
砂
鉄
か
ら
で

き
た
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
を
記
念
品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
合
せ　

郷
土
資
料
室　
　

5
3
0
・
1
1
2
0

福
生
市
教
育
委
員
会

委
員　

平
野
裕
子
氏
再
任

自 平成20年10月11日
至 平成24年19月30日
(委員長任期は、
平成23年9月30日まで)

自 平成23年16月16日
至 平成27年16月15日
(委員長職務代理者任期は、
平成24年6月27日まで)

自 平成21年10月21日
至 平成25年10月20日

自 平成19年10月13日
至 平成23年10月12日

自 平成21年11月14日
至 平成25年11月13日

長谷川　貞　夫

平　野　裕　子

加　藤　美　子

渡　辺　浩　行

宮　城　眞　一

委 員 長

職 名 氏　名（敬称略） 任　　　期

委 員 長
職務代理者

委　　員

委　　員

教 育 長

 はせがわ    さだ　　お

ひら　 の　　ひろ　 こ

 か    とう   よし    こ

わた  なべ   ひろ   ゆき

みや    ぎ    しん   いち

第1回「日本刀について学ぼう」
日本刀の歴史や製作の工程などについて学びます。

第2回「砂鉄を集めよう1」
多摩川の河原で磁石を使い、福生の砂鉄を集めます。

第3回「砂鉄を集めよう2」
多摩川の河原で磁石を使い、羽村の砂鉄を集めます。

第4回「たたら炉を作ろう」
煉瓦を組んで、製鉄のためのたたら炉を作ります。

第5回「製鉄をしよう」
たたら炉で火を起こし、砂鉄を入れて鉄を作り出します。

第6回「工房を見学しよう」
日本刀の工房を見学し、皆が集めた砂鉄が日本刀になる工程を学びます。

第7回「自分のペーパーナイフを作ろう」
小型のたたら炉を使い、自分用のペーパーナイフの材料になる鉄を作ります。

第8回「完成の瞬間に立ち会おう」
刀の研磨の実演を見学し、日本刀が完成する瞬間に立ち会います。

８月20日（土）
午後3時～5時

8月27日（土）
午前10時～正午

9月3日（土）
午前10時～正午

9月17日（土）
午前10時～正午

10月１日（土）
午前10時～午後2時

10月15日（土）
午後1時～5時

11月５日（土）
午前10時～正午

12月10日（土）
午後1時～3時

内　　　　　　　容 日　　時

平
成
23
年
第
４
回
福
生
市
教
育
委

員
会
定
例
会
（
４
月
22
日
）

□
議
案

◎
福
生
市
公
立
学
校
道
徳
副
読
本

採
択
要
項
の
制
定
に
つ
い
て

◎
児
童
・
生
徒
に
よ
る
音
楽
の
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
実
施
要
領

の
制
定
に
つ
い
て

◎
平
成
24
年
度
使
用
福
生
市
公
立

中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
替
え

に
つ
い
て

◎
学
校
と
家
庭
の
連
携
推
進
事
業

に
つ
い
て

◎
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◎
福
生
市
体
育
指
導
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

◎
福
生
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

４
件

平
成
23
年
第
５
回
福
生
市
教
育
委

員
会
定
例
会
（
５
月
20
日
）

□
議
案

◎
福
生
市
家
庭
と
子
ど
も
の
支
援

員
等
配
置
要
綱
（
案
）
の
制
定
に

つ
い
て

◎
平
成
22
年
度
福
生
市
教
育
委
員

会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理

及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評

価
報
告
書
作
成
に
伴
う
外
部
評
価

者
に
つ
い
て

◎
平
成
23
年
度
の
公
立
小
学
校　

第
一
学
年
の
学
級
の
児
童
数
の
基

準
に
つ
い
て

◎
福
生
市
立
中
学
校
教
科
用
図
書

選
定
協
議
会
委
員
の
委
嘱
等
に
つ

い
て

◎
福
生
市
学
校
評
議
員
の
委
嘱
に

つ
い
て

◎
福
生
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

２
件

平
成
23
年
第
６
回
福
生
市
教
育
委

員
会
定
例
会
（
６
月
28
日
）

□
選
挙

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
長
職

務
代
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

□
議
案

◎
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
及
び
任
命

に
つ
い
て

◎
福
生
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

◎
福
生
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

◎
平
成
23
年
度
社
会
教
育
関
係
団

体
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
に
関

す
る
諮
問
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

１
件

□
協
議
事
項　

１
件

　

教
育
委
員
会
会
議
は
、
原
則
と

し
て
誰
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
（
傍
聴
規
則
で
定
員
は
20
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
個
人
情
報
に
関
す
る
議

案
等
、
内
容
に
よ
っ
て
は
非
公
開

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
定
例
会
予
定

　

７
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時

　

８
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時

　

９
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時

開
催
場
所

　

市
役
所
第
二
棟
４
階

　

第
一
委
員
会
室

問
合
せ　

庶
務
課　

庶
務
係

５
５
１
・
１
９
３
０

教
育
委
員
会
会
議
を

　

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
を

　

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　～公民館「市民文化教室」～　～公民館「市民文化教室」～

工
房
の
様
子

◆ 多 摩 川 製 鉄 体 験 塾 日 程 ◆

　公民館では、夏休み期間中に、子どもを対象にした講座・教室を開催します。（松林分館に
ついては、７月１日号広報ふっさにて、募集中です。）

【夏休み自然体験教室】
　学校や学年のちがう仲間と一緒に、福生周辺や奥多摩の山や川を探検しよう。２泊３日の
キャンプでは、食事作りやテント宿泊も体験します。
　◆日　時　８月18日、19日、23日、24日、25日、26日、27日
　　　　　　（24日～26日はキャンプ）
　◆対　象　市内在住の小学４年生～６年生　定員先着15人　
　◆申込み　７月20日（水）午前９時から受付開始
　◆費　用　交通費・食材費等自己負担
問合せ　公民館係（さくら会館内）　　552・2118

【熊川分水たんけん隊】
　熊川分水にはどんな生き物がいるのかな。普段は入れない片
倉工業跡地部分の熊川分水にザブザブと入って調べてみましょう。
　◆申込み　７月20日（水）から電話で受付開始
問合せ　白梅分館　　553・3454

　福生市文化協会との共催で、日本の伝統文化、伝統芸能にふれ、理解を深めていただくために
初心者を対象に「市民文化教室」を実施します。文化協会の会員の先生方を指導者として迎え、
今年度は、日本舞踊、民謡・新舞踊、詩吟、いけばな、民謡、書道、茶道、着付け、社交ダンス
等の教室を予定しています。多くの教室は、今秋開催する市民文化祭にその成果を発表できるよ
う学習します。各種教室の日程等は順次広報ふっさ・市のホームページにてお知らせします。
問合せ　公民館係（さくら会館内）　　552・2118


